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社会ෳ祉๑人オークス・ウェルフェア 
 

障害者支援施અオークスヴィレッヂ 
ྫ࿪ 2 ೧ౕ事業計画書 

 
概གྷ 

少子高ྺ化による࿓ಉ人口の減少・人手෈ଏをഐ景に「ಉき๏改革」の実現に向けた取り
ૌみが進められるなか、ෳ祉事業へのଡ༹な運営฾ରの参画をはじめとして社会ෳ祉๑人を
取り巻く状況は୉きくร༲し、ෳ祉を志す人材の取り合いにますますധ車がかかる状況です。
౲施અおいても人材確ฯに向けた取ૌみは今後の重གྷな課ୌです。๑改ਜ਼にଲ応した࿓ແ管
ཀྵはもとより、࿓ಉྙ෈ଏが໲ୌとなる将པにඍえ、ෳ祉がより身近で、ポジティブイメー
ジを持ってもらえるような情ๅ൅信と、࿓ಉ環境の改વ、施અのブランディングを೨ಆにお
き、人材が集まるຳྙある施અづくりをਬ進すべく、「人材確ฯ」、「人材育੔」、「ఈ஥する職
場づくり」に取ૌみ、質の高いサ ービスを఑供しକけるために、これらの好循環に取りૌん
でまいります。 

 
また、ஏ域における社会ෳ祉๑人の公益੓、社会ෳ祉施અのༀ割を再確೟するとともに、

基ຌద人権をଜ重したཤ༽者一人ひとりのその人らしいਫ਼活の支援、個人のଜ厳を重視した
個พ支援の実現を図り、その質の向上に౔めてまいります。 

 
なお、今後の支援の๏向੓としては、ごཤ༽者のฑ均೧ྺが 53 歳に至り高ྺ・重ౕ化しつ

つあるཤ༽者がଁえはじめており、高ྺ・重ౕ化に向けた੖ඍ、活ಊの取りૌみをൊきにし
て考えることは出པません。近೧では、఺ౙリスクや身ର機೵のఁ下が顕在化しつつあり、
ຌ೧ౕにおいてはཤ༽者の身ର機೵の維持・向上に重఼を஖き、ิ行機೵のఁ下がみられる
ཤ༽者の๏には、ステップ運ಊを取り೘れཤ༽者の๏の健康ଁ進活ಊに஭ྙしてまいります。 

 
最後に、今೧ 4 月より๑人಼事業所共௪の新ソフトウェア಍೘に൒い、業ແの記࿧や出೴

管ཀྵ、੧求業ແ౵を行う༩ఈとなっております。今後の業ແの効ི化、合ཀྵ化の可೵੓を図
っていくためにもଠ事業所と情ๅ共༙を行いながら活༽していければと考えております。 
 
１．実施事業の概གྷ 
●障害者支援施અの経営(施અ೘所支援)  ୊１種社会ෳ祉事業 

施અ೘所支援は、施અに೘所するごཤ༽者の໹間ଵにおいて、೘ཌྷ、ഋᔖ、食事౵の介護
そのଠචགྷな支援を行う。また、૮஌、助言౵のほか、社会ਫ਼活上のส宜の供༫、そのଠのೖ
常ਫ਼活上の支援、機೵訓࿇、健康管ཀྵ及びྏ育上の支援を行う。ごཤ༽者の༙する೵ྙに応
じ、充実したೖ常ਫ਼活を営むことができるよう౔める。 
●障害ෳ祉サービス（ਫ਼活介護）  ୊２種社会ෳ祉事業 

ＡＤＬのఁ下や自ถ症౵に起因する行ಊ障害など、身ର・੠神໚で常時介護をචགྷとする
ごཤ༽者にଲし、安સで๝かなೖ常ਫ਼活を営むことができるよう、個々のごཤ༽者に十෾ഓ
ྂした支援を行う。また、૓作活ಊやਫ਼産活ಊの機会の఑供、外出や行事、レクリエーショ
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ン౵の参加などೖ஦活ಊの充実を図る。 
●୻期೘所   ୊２種社会ෳ祉事業 

居୒において、その介護を行なう者の疾බそのଠのཀྵ༟により、୻期間౵の೘所をචགྷと
する障害者౵につき、୻期間౵೘所させ、೘ཌྷ、ഋせつまたは食事の介護そのଠචགྷな支援
を行なう。 
●ஏ域ਫ਼活支援事業（ೖ஦一時支援事業） 公益事業 

障害者౵の家ଔの就࿓支援、および障害者౵をೖ常దに介護している家ଔの一時దな休ଋ
を໪దとし、障害者౵へೖ஦における活ಊの場を఑供し、見守り、社会న応訓࿇౵を行なう。 

 ※ೖ஦一時支援事業は次の市区ௌଞと契༁をగ結。 
ひたちなか市、ਭ戸市、಻珂市、౨海ଞ、ೖཱི市、常཰୉宮市、ொཔ市。 

●ಝఈ૮஌支援事業所  ୊２種社会ෳ祉事業 
基ຌ૮஌支援と計画૮஌支援を行い、支援がචགྷな障害のある๏やご家ଔが、໚஌やアセ

スメントを௪して、一人ひとりのニーズや状況に合わせた「サービス౵ཤ༽計画」を作੔し
ます。その後はఈ期దにサービスのཤ༽状況などモニタリングを行いචགྷに応じ「サービス
౵ཤ༽計画」のร更・修ਜ਼を行う。 
 
２． ཤ༽者へのਫ਼活支援の概གྷ 
●基ຌద支援 

ᶅ 食事、જୗ及びૡ除の介助 
ᶆ 食事、ഋせつ及び೘ཌྷの介助 
ᶇ ਫ਼活౵に関する૮஌及び援助 
ᶈ ૓作活ಊ、ਫ਼産活ಊの఑供 
ᶉ 身ର機೵緒、ਫ਼活೵ྙの維持向上にචགྷな援助 

●ਫ਼活支援 
ᶅ 寝具౵の管ཀྵ・・・シーツ交換、ා஄乾૫ 
ᶆ 衣ྪの管ཀྵ・・・・જୗ、個พ管ཀྵ 
ᶇ ೘ཌྷ介助・・・・・ೖ஦೘ཌྷ(一ೖおき஋女交େ੏) 
ᶈ ഋせつ౵介助・・・見守り・෉శい、拭取り、જର、下஥౵の取଺ 
ᶉ 食事の介助・・・・ઃ取見守り及び介助 
ᶊ ෲૹの介助・・・・஥༽、身だしなみアドバイス及び介助 
ᶋ ඔ༲及びཀྵ༲・・・ఈ期༙ྋ散േ 

●ਫ਼活情ๅの఑供 
ᶅ 活ಊೖఖ、行事、食事メニュー、勤ແഓ஖౵の掲示 
ᶆ 新ซ、雑誌౵の購೘ 

 
３．運営管ཀྵについて 

障害者૱合支援๑をはじめ、そのଠ関࿊ෳ祉๑ྫ、࿓ಉ基準関係๑ྫの遵守および、నਜ਼
運༽を基軸として、事業のనਜ਼・న઀な運営のもと、ཤ༽者の最વのཤ益と職員のよりྒྷい
࿓ಉ環境を௧求する。 
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また、ಉき๏改革関࿊๑に十෾にଲ応していくとともに、職員の介護や育児、高ྺ化౵、
༹々なライフイベント౵のร化にもଲ応していけるようର੏を੖えていく。 
 
４． ཤ༽者への重఼支援಼༲(ਫ਼活・༪暇・作業ൟ)  
ᶅ 施અ外支援の充実をはかる(੷極దにஏ域に出る意識をもつ)。 

  →஫食、おやつ外出など小グループにて୻時間外出を計画し、༪暇の充実をはかる。 
ᶆ レクリエーションメニューの充実を図り、ཤ༽者が自൅దに参加する機会を఑供し、

楽しみと潤いのあるਫ਼活を見出していけるよう౔める。また、社会దな活ಊへのಊ機
෉けになるよう支援する。 

→クラブ活ಊの実施。ྋཀྵクラブ、スポーツクラブ、手芸クラブ、学習クラブ౵を૓અ
しཤ༽者の๏にレクレーションの時間を఑供する。 

→施અ主催の秋祭りやஏ域行事への੷極దな参加により、社会ਫ਼活ஏ域交ླྀの෱を広げ
る。また、各種ボランティアのགྷ੧を行い、ஏ域における障害者へのཀྵ解を深める。  

→市社協౵を௪し、൅න஄ର౵にཔ園してもらい༪暇の充実をはかる。 
→ごཤ༽者にあった活ಊを見出しつつ、೵ྙに応じた支援を行い、学習や活ಊへの意ཋ

を୉઀にし自ཱི心を཈う。  
→ଡ岐にわたる作業಼༲を計画しཤ༽者の個พニーズに応える。 

ᶇ ごཤ༽者の高ྺ化による身ର機೵のఁ下や重ౕ・重෵化は、ೖ常の活ಊや作業೵ི౵
にනれていますので、支援಼༲やグループฦ੔を工෋とともに活ಊ環境の改વに౔め
ます。 

 
ᶈ ఺ౙリスクや身ର機೵のఁ下が顕在化しつつあり、ຌ೧ౕにおいてはཤ༽者の身ର機

೵の維持管ཀྵに重఼を஖き、ิ行機೵のఁ下がみられるཤ༽者の๏には、ステップ運
ಊを取り೘れཤ༽者の๏の健康ଁ進活ಊに஭ྙしてまいります。 

  →実施の際には、記࿧をとり個人ごとに໪ඬ回਼や時間をઅఈし、客観ద指ඬにより
取りૌむ。 

 
５．ฯ健衛ਫ਼支援  

೘所者の高ྺ化、重ౕ化に൒い、健康管ཀྵは最༑઎であり、ఈ期検診、種々の検査を実施
する。 

 
感ઝ੓疾患については、୊１に༩๹、୊２にまん延を๹ぐଲ策に重఼をおく。また個々の

状ସを考ྂした上でのରྙ維持ଁ進支援を行う。  
 
なお、ඉ常時に職員がଐやかに救急救ໍી஖が出པるよう、સ職員をଲ象にAED（自ಊର

外式除細ಊ器）を༽いた心഑્ਫ਼๑講習を実施する。 
 
施અ嘱୙医と૮஌し、ཤ༽者においては健康維持、༩๹、૥期൅見の観఼から௪常行う健

康診இに、௧加できる項໪を検౾する。 
 
また、職員においてもෳཤ厚ਫ਼の観఼から施અ嘱୙医と૮஌し、健康診இに௧加できる項

໪を検౾する。 
ฑ੔29೧ౕより、以下の項໪を௧加している。 
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→ 腎機೵の検査項໪を௧加(೚ો஢ો、クレアチニン、೚酸)※ఈ期検診に௧加 
→ 胃がん検査を௧加(ヘリコバクター・ピロリ菌検査)※40歳以上、5೧ຘ 
 

ᶅ 疾බの૥期൅見・૥期治ྏ  
೧2回の健康診இ・検診を行い、૥期൅見に౔め、གྷ੠検者は確実に受診し結果を਷時ご
家ଔへๅ告する。 
・いばらき診ྏ所嘱୙医師による健康૮஌ 月一回 

ᶆ 治ྏ・看護の継କ  
௪院のචགྷなごཤ༽者はన઀に受診できるよう支援し、主治医の指示を受けたのちに

は、治ྏが円滑にすすむようೖ常ਫ਼活の改વを図り看護する。  
ෲ༂のあるཤ༽者について、処๏༂は医ແ室にてฯ管しన宜ෲ༂を支援する。෯作༽の

観察を行い異常時にはଐやかに主治医へๅ告を行いన઀な指示を受けଲ応する。  
ᶇ 健康の維持ଁ進  

ごཤ༽者が現在の健康状ସを維持し、身ର機೵のఁ下を๹ぎ、快నに過せるਫ਼活環境を఑
供する。  
→各種行事（スポーツ୉会、レクリェーション）、ラジオର૤のਬ進、居住౫の湿ౕ・温
ౕ௒ઇ、換気・採光へのഓྂを行う。  

ᶈ ର重管ཀྵ 
月1回のର重଎ఈを行い、健康管ཀྵを行う。 

ᶉ 感ઝ症の༩๹  
職員･ごཤ༽者ともに手જいうがいのబఊをし、感ઝ症の༩๹を行う。感ઝ症ଲ策委員会

において、その౐ౕ༩๹ଲ策を࿫し合い、その啓໦に౔める。  
→インフルエンザワクチン（希๮者） ೧１回  
→県でຘ週൅නされる感ઝ症ླྀ行情ๅより情ๅを೼握し、న時にద確に迅ଐにଲ応する。 
 
６． 食ਫ਼活・栄཈の管ཀྵ 

食事は、ごཤ༽者にとってຘೖの楽しみの一つである。食事の楽しさを感じていただき、
穏やかな時間を過ごせるようにするために、栄཈໚でのഓྂはもちろんのこと、個々のᅄ好
や身ର状況にഓྂし、食材も旬のものを取り೘れ、季ઇ感のある献ཱིにする。 

 
また、個々にనした食事（඄ຮ༩๹食、刻み食、魚の骨ൊき、粥、栄཈ケア食඾、とろみ

෉け౵）を఑供して、ਫ਼活習慣බの༩๹と加ྺに൒うఁ栄཈、誤ᅠを๹ぐഓྂをする。 
 

給食運営会議（施અௗ・ึ佐、サビ管、௒ཀྵ師、栄཈士、主೜支援員）౵を௪じて健康のଁ
進を図るとともに「食」へのຮଏౕを高める౔ྙを継କして行う。 
  
໪ ద  
ᶅ  ೧ྺや੓พ、活ಊྖを考ྂし、栄཈のバランスのとれた食事を఑供する。  
ᶆ  ຘೖの食事を௪して、ਜ਼しい食習慣が身につくよう助言及び支援する。  
ᶇ  栄཈と運ಊの効果を教え、健康దなରづくりを໪指す。  
ᶈ  ౸೚බや高脂血症౵のਫ਼活習慣බ༩๹を心がけるよう助言及び支援する。  
ᶉ  カロリー੏限、塩෾੏限のある๏やᅠ下困ೋの๏などには、個々の症状に合わせた献

ཱིを考えଲ応策を講じる。  
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献 ཱི  
ᶅ ೖຌ人の食事ઃ取基準より、೧ྺ、੓พ、ਫ਼活活ಊ強ౕを考ྂし、施અとしてのన઀

な栄཈所གྷྖ、食ྒ構੔をઅఈする。  
ᶆ 献ཱིの಼༲はยらず、家ఋదなྋཀྵを取り೘れるようഓྂする。  
ᶇ 季ઇ感やஏ元೸産෼をཤ༽した献ཱིづくりを心がける。  
ᶈ મ୔メニュー、お楽しみメニューを実施 

 
ᅄ好௒査  
ᶅ 個人のᅄ好を೼握するため、ヒアリング、観察、アンケートによりᅄ好௒査を実施する。  
ᶆ ຘ食ຘの残菜ྖを計ྖし、ᅄ好やనྖの௒査を行い献ཱི作੔に活༽する。  

 
న温給食  

温かいものは温かく、ྮたいものはྮたいまま、おいしい状ସで食べていただけるよう੟
り෉け時間の௒੖を行い、న温給食に౔ྙする。また、食ཋをそそるような੟り෉け、食
器の使い๏などにも工෋していく。  
 
→効ིと質の௧及 
・以઴より修ਜ਼をかけてきた೧間献ཱིをもとに、今೧ౕにおいてもྋཀྵの質の୴ฯと向上、
൅஭業ແの効ི化、献ཱིにଲする食材使༽ྖのనਜ਼化を図る。೧間を௪してみることで、献
ཱིのૌみ合わせのムラやยりをໃくす。 
・௒ཀྵ者によって、出པ上がりが左右されないよう௒ཀྵ๏๑の౹一化をはかる。 
・ຘ食時、献ཱིを写真に残すことで彩り、ྖ、見た໪などを記࿧することで、具ରదな改વ
をはかる。 
→コストおよび൅஭管ཀྵ業ແの軽減に向けた取ૌみ 
・常時ළ回にཤ༽が見込まれる௒ັྋ౵に関しては、オンラインショップ౵をཤ༽し、コス
トの削減及び在庫管ཀྵ、൅஭業ແのෝ୴軽減を図っていく。 
 
７. 人材確ฯ・育੔とಉき甲ൻのある職場づくり 

ஏ域社会における障害者施અにଲするポジティブなイメージ形੔を໪指し、障害者支援の
ຳྙ・やりがいを広く൅信し、๑人と一ରとなって人材確ฯ及びその育੔につなげる。その
ために੷極దな広ๅ活ಊ(๑人಼事業所へ冊子౵の൨ා、HPへの掲載౵)を行い施અや支援
の見える化を図ってまいります。 

 
ಉく人を୉઀にし永କ可೵な社会ෳ祉๑人、ௗくಉくことのできる施અを実現する為に

も、࿓ಉ๑規遵守のబఊ、๑、੏ౕは౲ષみたすべき事項ととらえ守るではなくਫ਼かすを೨
ಆに੷極దに活༽していきます。 

 
また、近೧、障害ෳ祉の෾໼において運営も社会ෳ祉๑人のみならずNPO๑人、株式会

社といった運営฾ରによる事業者がかなりଁえてきております。近ྣஏ区のなかでもෳ祉を
志す人材の取り合いにധ車がかかる状況です。 

そのため、「ಉき๏改革」を੷極దにਬし進め、国の改革の࿰にとどまらず࿓ಉ環境改વ
につとめ、情ๅ൅信や施અのブランディングを図り、今後༩૟される人材ೋに準ඍを進めて
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まいりたい。また、リフレッシュ休暇を活༽しௗ期休暇取ಚの後押しに౔める。 
 
加えて、౲施અとしては、੏ౕの人員ഓ஖਼にとらわれることなく、༪༡のある人員ഓ஖

によりཤ༽者の๏へのきめ細やかな支援の実現と、ཤ༽者にとっても、職員にとってもゆと
りのある支援ର੏で運営してまいりたいと考えております。 

 
次に、職員教育に関しては、外෨研修に੷極దにഁ遣し、また、職員の自主దな取りૌみ

による自己啓൅や資格取ಚをਬ奨していきます。施અ಼においてはOJT研修を実施し、充実
をはかります。 

 
さらには、各職員の自༟な൅૟と૓意工෋が、よりよい支援となって実る職場環境を໪指

します。  
 

７-1 職員の研修、会議 
・೧間研修計画に基づき಼෨研修および、外෨研修を実施してまいります。 
・施અ಼研修に関しては研修委員が஦心となり、職場಼自主研修を計画する。また、業ແの
ඬ準化を໪ඬに༹々な支援の場໚(஥୦、೘ཌྷ、食事、作業活ಊ౵)をྭに細かな改વをはか
っていく。 
・今೧ౕも引きକき県಼外施અの視察研修を重఼దに行い、職員個々が౲施અの現状೼握と
課ୌを考える機会とする。 
・社会ෳ祉協議会、心身障害者ෳ祉協会主催の研修会の活ಊには出པるだけଡくの職員が参
加し、எ識、支援技術の習ಚに౔める。職員の自己啓൅を໪దとして、ෳ祉関係の資格取
ಚに際しては、シフト௒੖など੷極దなバックアップର੏をとる。  

研修会後には、会議౵で研修ๅ告などを常に行い、職員の意識改革やಉく意ཋのଁ進、
ごཤ༽者サービスの質向上に౔める。 

・心身障害者ෳ祉協会が主催する強ౕ行ಊ障害研修の運営に、౲施અ職員が携わっているの
で、その੔果を施અ಼研修にフィードバックしていく。  

・ฯ護者会のご協ྙをಚて「親の思い、家ଔの思いや੢を௎く」研修を実施する。 
・ฯ護者向けにஏ域の研修や講座の案಼など情ๅ఑供をしていく。また、ฯ護者会よりགྷ๮

のあったテーマに沿って࿫をする機会をઅける。 
・๑人಼外のଠ事業所と࿊携を図り、人材、અඍ、環境౵の資源を༙効దに活༽する。オー

クス౨海で実施されている施અ಼研修に౲施અ職員も੷極దに参加する。 
 
ྫ࿪ 2 ೧ౕ 施અ಼研修計画 

研修໌及び研修಼༲ 参加職種 ඍ 考 

パソコン基ຌスキル研修 新採職員、希๮者  
安સ衛ਫ਼教育 સ職員  
救急救ໍ講習(AED を含む) 〃  
支援者の基ຌ姿੐について 支援員  
障害のཀྵ解 〃  
எద障害のཀྵ解                〃  
衛ਫ਼講習会 〃  
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高ྺ者の身ରదಝ௅、 
自ถ症、౹合失௒症 
ダウン症について 

 
〃 
 

 

෈న઀ケアの๹止について 〃  
ਧ๬機器のਜ਼しい使い๏ 栄཈士、௒ཀྵ師  
食事形ସの基ેஎ識 〃  

 

ྫ࿪ 2 ೧ౕ 外෨研修計画 
研修໌及び研修಼༲ ೖఖ 参加職種 

障害児者施અ౵新೜職員研修 4/,5/ 新೜職員 
はじめてのリーダー研修 5/ 主೜౵ 
࿨ཀྵద思考習ಚ研修 5/ 一ൢ職員 
ં遇マナー研修 6/ 新೜職員 
キャリアパスଲ応ਫ਼涯研修஦堅職員コース 6/ ஦堅職員 
リスクマネジメント研修 6/,11 ஦堅職員 
クレームଲ応ྙ強化研修 A 7/ ஦堅職員 
リーダーの為のં遇マナー研修 7/ 主೜౵ 
財ແ会計スキル活༽研修 7/ 事ແ 
クレームଲ応ྙ強化研修 7/ ஦堅職員 
社会人基ેྙ研修 7/ 新೜職員 
記࿧の書き๏研修 8/,1/,2/ 一ൢ職員 
஦堅職員研修 8/,11/ ஦堅職員 
資ྋ作੔研修 8/ 一ൢ職員 
苦手なཤ༽者༹の「トリセツ」人間関係࿨ 8/ 一ൢ職員 
社会ෳ祉施અ౵看護職員研修(基ેฦ) 9/ 看護職員 
タイムマネジメント研修 9/ 一ൢ職員 
࿓ແ管ཀྵとコンプライアンス 9/ 管ཀྵ者౵ 
ファシリテーション研修 10/ 一ൢ職員 
自己肯ఈ感を高める研修 10/ 一ൢ職員 
行ಊ形੔࿨(ケア従事者の為のグループアプローチ) 10/ 一ൢ職員 
社会ෳ祉施અ౵看護職員研修(応༽ฦ) 11/ 看護職員 
ハラスメント研修(アサーションスキル) 11/ 主೜౵ 
キャリアパスଲ応ਫ਼涯研修リーダーコース 12/ 主೜౵ 
PC エクセル・ワード活༽研修 12/ 一ൢ職員 
PowePoint 活༽研修 12/ 一ൢ職員 
アンガーマネジメント研修 12/ 一ൢ職員 
೟எ症の心ཀྵと行ಊ学 12/ 一ൢ職員 
キャリアパスଲ応ਫ਼涯研修初೜者コース 1/ 新೜職員 
決算実ແ講座 1/ 管ཀྵ者౵ 
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管ཀྵ・େන者研修 2/ 管ཀྵ者౵ 
社会ෳ祉施અ౵給食୴౲職員研修 2/ 栄཈士、௒ཀྵ師౵ 

 
７-2 各種委員会の運営 

ఈ期దに、各種委員会においてマニュアルの見௜しを਷時行っていく。また、検౾事案౵
がਫ਼じたときには該౲する委員会で検౾することとする。 
・೘所൓ఈ委員会(೘所ཤ༽者、୻期೘所ཤ༽者、ೖ஦一時ཤ༽者) 
・感ઝ・安સଲ策委員会 (危機管ཀྵマニュアル、誤ᅠのଲ応マニュアル、ノロウイルス感
ઝଲ策マニュアル) 

・๹火・๹災委員会 (火災൅ਫ਼時ଲ応マニュアル、原子ྙ災害マニュアル、) 
・๹൞委員会   (๹൞マニュアル) 
・安સ衛ਫ਼委員会 (安સ衛ਫ਼マニュアル) 

 
７-3 会議のఈ期దな実施による意識の共༙化 

各種会議において、職員の意見やๅ告、業ແの課ୌなどが共༙しૌ織の円滑な運営をਬ進
します。 

・給食会議（施અௗ・ึ佐、サビ管、栄཈士、௒ཀྵ師、主೜支援員）1/2W 
・支援会議(施અௗ・ึ佐、サビ੃、主೜支援員、各ൟௗ)（1/１M） 
・主೜会議(施અௗ・ึ佐、サビ管、主೜支援員)਷時 
・医ແ会議(施અௗ・ึ佐、サビ管、看護師、主೜支援員) 

 
 関係会議開催計画 

໌称 進行୴౲ 時期 参加者及び会議事項 

職員સର会議 支援員 月 1 回 職員સ員 
સରに周எを༩ఈする事項及び、行
事に関すること 

௉のミーティング ໹勤໎け ຘ ௉ 8：40
～༁ 40 ෾ 

施અௗ、サビ管、支援員 
引き継ぎ及び業ແ࿊ཙ 

個พ支援計画અఈ会議 支援員 3,9,2 月 関係者 
個พ支援プログラムの改ఙ及び඲価
に関すること 

個พ支援計画 
検౾会議   

支援員 
 

਷ 時 
 

関係者 
処遇のસൢに関わること及び、 
家ఋのགྷ๮、食事੏限౵ 

献ཱི・給食会議 栄཈士 月 2 回 栄、௒、主೜支、サビ、施અௗ 
休職・献ཱིの検౾に関すること 

支援会議 支援員 月 1 回 施અௗ、サビ管、主೜、ൟのେන者 
作業સൢの検౾に関すること 
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行事計画会議  ୴౲主೜ ਷ 時 ୴౲者、施અௗ、サビ管、主೜支 
援員 行事の企画に関すること  

感ઝ安સଲ策委員会 委員ௗ ਷ 時 感ઝ安સଲ策に関すること 
๹火・๹災・๹൞委員会 委員ௗ ਷ 時 ๹火・๹災・๹൞ଲ策に関すること 
೘所൓ఈ委員会 委員ௗ ਷ 時 ཤ༽者の೘所に関すること 
安સ衛ਫ਼委員会 委員ௗ ਷ 時 職場の安સ衛ਫ਼に関すること 
研修委員会 委員ௗ ਷ 時 職場಼研修に関すること 

 
８．職場の安સ衛ਫ਼ 
 近೧、࿓ಉ災害による死傷者਼は、સ産業では減少傾向にありますが、社会ෳ祉施અ(࿟人
介護施અ、ฯ育施અ、障害者施અ)における死傷者਼は೧々ଁ加していると言われております。
このような状況を鑑み、౲施અにおいて、安સ衛ਫ਼作業マニュアルを活༽し、安સ衛ਫ਼教育
および、職員の受傷事故๹止にༀཱིてていこうと考えております。 
 

ಝに、ཤ༽者の๏の介護に携わる支援員においては、マニュアルをཀྵ解し、事故の൅ਫ਼し
やすい場໚のཀྵ解と૟ఈ、その際のଲ応を常に೨ಆに஖くことで、業ແ஦のケガや事故の൅
ਫ਼๹止にༀཱིてばと考えております。 
 

また、委員会を஦心とし職場環境の安સ੓について、਷時検証しචགྷなଲ策をはかります。 
なお、これまで職員が行ってきた施અ環境੖ඍ౵においても、安સ੓やඇ༽を考ྂし業ແ

委୙౵のචགྷ੓౵についても検౾をしてまいります。 
 
９．๹災・災害計画  

自ྙඈೋ困ೋな๏もଡくཤ༽されていることから、ཤ༽者の安સを確ฯするため、ஏ域ಝ
੓に応じ常に、各種災害の๹止に౔め、災害や火災を૟ఈし、ຘ月１回のඈೋ訓࿇、೧1回
૱合ඈೋ訓࿇を行い、消火器の実施訓࿇と指಍を消๹署職員より受ける。  

 
また、ஏ震、火災、෫ਭ害を૟ఈした「災害マニュアル」、原子ྙ災害を૟ఈした「原

子ྙ災害マニュアル」を活༽し、今後、火災によるඈೋ訓࿇ばかりではなく、これらマニ
ュアルを活༽した訓࿇౵を実施する。 

 
10. 施અ੖ඍ౵の計画について 

ඇ༽ଲ効果を考ྂし施અ周วの環境੖ඍを継କして行う。 
また、ཤ༽者の高ྺ化、重ౕ化にଲ応するため建෼の修઺、චགྷඍ඾の購೘を行う。 
ᶅ 経೧྾化౵によりඔ観をଝねるඍ඾౵の更新 
ᶆ 経೧使༽により೵ྙがఁ下した空௒અඍのメンテナンス・一෨೘଺を行う。 
ᶇ ཤ༽者居住空間を施અదなものから、家ఋదで໎るい空間づくりをする。 
ᶈ જ໚ୈへ温ਭઅඍのઅ஖  
ᶉ ஋子౫࿕下手すりの੖ඍ 
ᶊ 居室൸の取଺および改修 
ᶋ 作業෼඾の充実 
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ᶌ 施અීஏ೘口の雨ਭഋਭ工事 
ᶍ ヒヤリハット、事故ๅ告書のළౕに基づき危険個所の改વ。ஊ差の解消౵ 

 
11. ஏ域との関係・ଇ進 

ஏ域との結びつきを重視し市ௌଞ、ଠ事業所との࿊携はもちろんのことஏ域住຿との協ྙ
や、ஏ域の社会ద資源の活༽に౔める。 

 
職員がஏ域の各種会に所଒することや、近ྣ施અと੷極దに関わりをもつことで、職員の

研ᮐの場やཤ༽者の活ಊの場を広げる。 
 
また、事業者間で情ๅ交換をືに取れる関係੓の構஛とともに、ஏ域の新たなෳ祉ニーズ

の拾い出しを図っていく。 
・Ἔ城県社会ෳ祉施અ経営੪೧会 
・心身障害者ෳ祉協会およびಋ会研修委委員会 
・ひたちなか・಻珂・୉જ・౨海ஏ域੠神ฯ健ෳ祉関係஄ର࿊ཙ協議会 
・ひたちなか市社会ෳ祉協議会඲議員会 
・ひたちなか市自ཱི支援協議会 
・ひたちなか市障害者介護給෉౵審査会 
・ひたちなか市૮஌支援事業所࿊ཙ会 
・県๼ஏ区 7 施અ研修会 
・ෳ祉のవうぐいすのొ 
 

12. ೧間行事について 
行事を実施することにより、参加への自൅੓、社会੓の཈੔、個੓の伸ௗをଇすととも

に、ごཤ༽者・職員・ご家ଔ૮互の親຃と信བにつなげ、心身ともにより๝かな人ਫ਼の実現
を໪指すことを支援する。また、ごཤ༽者のགྷ๮やൕ省఼をふまえた行事の఑供ができるよ
うに、実施୴౲者やごཤ༽者を交え࿫し合いを行うなどし、より充実した಼༲となるように
࿊携を図っていく。 

 
೧間計画න 

月 日 内容  備考 

４月    

初旬 お花見外出  お花見ὤしἼがὛおὖつὤ食ὋὝ。 

 お花見弁当   

18(土) 親ὀ会総会  各担当Ἱ面談あ὜。 

５月    

 春ὀ運動会  参加：利用者、父兄、職員 

６月    

 希望外出  各班Ἱ日帰὜ᾔὩὲᾸή 

 お楽しὑ食事会   

 大掃除  参加：利用者、職員 

７月    

 創立記念日   
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 お楽しὑ食事会   

 夏ὀいこい  参加：利用者、父兄、職員 

８月    

 お楽しὑ食事会   

９ಇ    

 おඍしみᯠ事会   

12ఎ ゆうあいスポーツݸ会   

9ಇಙ ఎगりంᜋ   

10 ಇ    

   ᦁՠ会״װ௾ឦہ 

 ひたちなかईᦁՠ会   

 おඍしみᯠ事会   

11 ಇ    

 ቶまつり  ׈Չ：利ᄅᒋ、ဳ兄、ᒮـ 

 おඍしみᯠ事会   

12 ಇ    

 さよならパーティ  ׈Չ：利ᄅᒋ、ဳ兄、ᒮـ 

 クリスマス会（௾ឦ内）   

１ಇ    

 おฤಇᯠ事   

２ಇ    

 ጩ分   

 おඍしみᯠ事会   

３ಇ    

 ひな቙りᯠ事  
ひな人ঝはのびのびႮにて 

ឦᑕ׌びြ付けをᜋう。 

 レストランアラカルト  
1 मの׏ᆼを؀め、仲᫑と一Ꮾに

ඍしいᯠ事をしましょう。 

○ 㸲月、㸳月、㸴月、㸵月(夏のいこい)、㸷月、㸯０月にバーベキューを行う 
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